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「
地
域
社
会
と
住
民
の
権
利
憲
章
」（
案
）

　

全
国
人
権
連
は
、
２
０
０

４
年
４
月
の
創
立
大
会
で

「
憲
章
」
制
定
を
次
の
よ
う

に
提
起
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
地
域
社
会
か

ら
生
み
出
さ
れ
る
人
権
問
題

に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と

を
通
じ
て
、
地
域
に
お
け
る

住
民
の
人
権
の
擁
護
と
復
権

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
権
利

と
し
て
定
着
し
て
な
い
人
権

問
題
を
社
会
的
合
意
形
成
を

通
じ
て
新
た
な
権
利
と
し
て

創
造
し
て
い
き
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
わ
が
国
で
初

め
て
地
域
社
会
を
対
象
に
し

た
「
地
域
権
利
憲
章
」
の
制

定
を
め
ざ
し
ま
す
。
こ
の

「
地
域
権
利
憲
章
」
が
「
全

国
地
域
人
権
運
動
総
連
合
」

の
運
動
目
標
と
な
り
ま
す
。

こ
の
「
地
域
権
利
憲
章
」
に

は
、
少
な
く
と
も
①
地
域
人

権
と
は
何
か
、
②
地
域
住
民

の
具
体
的
な
権
利
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
整
理
、
③
権
利
憲
章

の
意
義
と
運
動
の
目
標
を
含

ん
だ
も
の
と
し
ま
す
。

　

こ
の
立
場
か
ら
議
論
を
積

み
重
ね
、
去
る
５
月
末
に
鳥

取
県
で
開
催
さ
れ
た
第
５
回

地
域
人
権
問
題
全
国
研
究
集

会
で
、
次
の
大
会
に
か
け
て

ゆ
く
「
権
利
憲
章
」（
案
）

を
公
表
し
ま
し
た
。

　

２
０
１
０
年
後
半
に
開
催

予
定
の
第
４
回

全
国
大
会
に
向

け
て
、
組
織
内

の
学
習
・
討
議

を
進
め
、
英
知

の
結
集
し
た

（
案
）
に
ま
と

ま
っ
て
ゆ
く
こ

と
を
期
待
す
る

も
の
で
す
。

「
地
域
社
会
と
住
民
の
権
利
憲
章
」

全
国
地
域
人
権
運
動
総
連
合
（
全
国
人
権
連
）

討議資料

（案）

ず
に
自
由
に
も
の
を
考
え
、
自
由
に
行
動
す
る
権
利

（
自
由
権
）

①
内
心
の
自
由
を
含
め
自
由
に
考
え
を
表
明
す
る
権

利
（
思
想
・
信
条
の
自
由
、
表
現
の
自
由
、
信
教
の

自
由
）（
自
己
決
定
権
）

②
居
住
移
転
の
自
由
、
財
産
の
確
保
な
ど
経
済
活
動

の
自
由
に
つ
い
て
の
権
利
（
経
済
活
動
の
自
由
）

③
拉
致
等
身
体
を
不
当
に
拘
束
さ
れ
な
い
権
利
（
人

身
の
自
由
）

④
両
性
の
合
意
に
も
と
づ
く
婚
姻
の
自
由

【
第
２
章
】
社
会
を
生
き
て
い
く
上
で
人
間
が
人
間

ら
し
く
生
き
る
権
利
（
社
会
権
）

①
平
和
の
う
ち
に
暮
ら
す
権
利
（
平
和
的
生
存
権
）

②
災
害
、
犯
罪
、
貧
困
な
ど
か
ら
生
活
の
安
全
を
守

る
権
利
（
生
存
権
）

③
医
療
、
介
護
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
施
設
を

利
用
し
、
健
康
を
守
る
権
利
（
健
康
権
）

④
社
会
単
位
と
し
て
の
家
庭
を
自
立
し
て
営
み
、
社

会
や
国
の
保
護
を
受
け
る
権
利

⑤
教
育
を
受
け
る
権
利
・
学
習
す
る
権
利
（
教
育
・

学
習
権
）

⑥
図
書
館
や
行
政
の
文
書
情
報
を
知
る
権
利
（
知
る

権
利
）

⑦
人
間
ら
し
い
生
活
が
で
き
る
賃
金
の
確
保
と
働
き

方
を
す
る
権
利
（
生
存
権
、
労
働
基
本
権
）

⑧
ま
ち
づ
く
り
参
加
と
暮
ら
し
の
協
同
を
す
る
権
利

（
参
加
権
、
団
結
権
、
住
民
自
治
権
）

⑨
他
人
（
行
政
・
個
人
）
に
対
し
行
為
を
請
求
す
る

権
利
（
請
求
権
）

⑩
公
共
交
通
な
ど
に
よ
る
移
動
の
自
由
に
か
か
る
権

利
（
交
通
権
）

⑪
国
籍
、
戸
籍
の
所
持
の
権
利

⑫
請
願
・
陳
情
を
す
る
権
利
（
請
願
権
）

⑬
誰
も
が
ど
こ
で
も
選
挙
を
す
る
権
利
（
選
挙
権
）

【
第
３
章
】
地
域
社
会
と
人
間
の
あ
り
方
に
関
す
る

権
利

①
良
好
な
環
境
を
求
め
る
権
利
（
環
境
権
）

②
自
然
、
歴
史
、
文
化
に
育
ま
れ
た
良
好
な
景
観
と

地
域
の
伝
統
文
化
を
継
承
す
る
権
利

③
個
人
の
人
格
的
利
益
を
保
護
す
る
権
利
（
人
格
権
）

（
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
）

④
女
性
、
障
害
者
、
高
齢
者
、
子
ど
も
の
権
利
が
等

し
く
認
め
ら
れ
発
揮
さ
れ
る
（
平
等
権
）

１
、
前
文

　

人
間
ら
し
く
生
き
る
権
利
で
あ
る
基
本
的
人
権

（
人
権
）
は
人
間
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
持
ち
得
た
も

の
で
は
な
く
、
人
類
の
多
年
に
わ
た
る
自
由
獲
得
の

努
力
の
成
果
で
あ
り
、
と
り
わ
け
17
～
18
世
紀
の
市

民
革
命
を
通
し
て
獲
得
し
て
き
た
貴
重
な
宝
で
す
。

人
権
の
進
歩
と
発
展
の
た
め
に
は
、
よ
り
豊
か
な
人

権
の
内
実
を
は
か
る
不
断
の
努
力
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

　

日
本
国
憲
法
は
、
幾
多
の
犠
牲
と
自
由
、
平
等
へ

の
営
み
に
よ
り
獲
得
し
た
も
の
で
、
国
民
主
権
、
恒

久
平
和
、
基
本
的
人
権
の
保
障
を
原
則
と
し
て
い
ま

す
。

　

憲
法
が
保
障
す
る
現
代
の
人
権
は
、
自
由
権
と
社

会
権
の
統
一
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
人
格
権
、
知
る

権
利
、
環
境
権
、
日
照
権
、
景
観
権
、
交
通
権
な
ど

の
新
し
い
人
権
を
含
め
、
今
後
、
一
層
発
展
す
る
も

の
で
す
。
こ
れ
ら
の
権
利
は
す
べ
て
の
国
民
が
差
別

さ
れ
る
こ
と
な
く
平
等
に
享
受
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
個
人
の
尊
厳
が
保
た
れ
平
和
の
う
ち

に
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
を
つ
く
る

た
め
に
憲
法
を
活
か
す
と
と
も
に
、
あ
ら
た
な
権
利

創
造
の
羅
針
盤
と
な
る
「
地
域
社
会
と
住
民
の
権
利

憲
章
」
を
制
定
し
ま
す
。

つ
つ
あ
り
、
限
界
集
落
、
孤
独
死
な
ど
の
問
題
を
引

き
起
こ
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
否
定
的
な
側
面
だ
け
で
な

く
、
人
権
感
覚
も
ま
た
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
、
世
界
中

の
人
々
の
交
流
の
中
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
共
有
す

る
時
代
と
な
り
ま
し
た
。

　

か
つ
て
高
度
経
済
成
長
に
よ
る
農
村
型
社
会
の
変

化
と
社
会
変
革
運
動
の
前
進
は
時
代
の
画
期
を
つ
く

り
、
い
ま
貧
困
と
格
差
の
拡
大
固
定
と
人
間
の
孤
立

化
、
地
域
社
会
の
崩
壊
を
も
た
ら
し
た
「
構
造
改

革
」
路
線
の
行
き
詰
ま
り
は
、
一
方
で
、
自
由
で
民

主
的
な
人
間
関
係
を
構
築
す
る
地
域
共
同
体
と
し
て

歩
む
新
た
な
可
能
性
と
条
件
が
生
ま
れ
て
い
る
時
代

の
到
来
で
も
あ
り
ま
す
。

の
競
争
的
経
済
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
が
働
く
貧
困
層
、

ホ
ー
ム
レ
ス
、
物
価
高
騰
な
ど
多
く
の
社
会
問
題
を

引
き
起
こ
し
、
世
界
と
地
域
の
経
済
を
震
撼
さ
せ
て

い
ま
す
。

　

政
治
の
問
題
で
は
、
市
町
村
合
併
、
道
州
制
な
ど

「
小
さ
な
政
府
」
の
路
線
の
も
と
、
地
方
切
り
捨
て

を
進
め
、
多
く
の
地
方
自
治
体
は
深
刻
な
財
政
難
を

か
か
え
て
い
ま
す
。
社
会
保
障
の
切
り
下
げ
や
教
育

改
革
と
連
動
し
た
改
憲
策
動
が
強
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
国
旗
・
国
歌
や
愛
国
心
の
押
し
付
け
、
情
報
技

術
を
利
用
し
た
国
民
支
配
の
策
動
も
強
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

社
会
の
問
題
で
は
、
住
民
に
よ
る
地
域
共
同
体
の

機
能
が
第
１
次
産
業
の
衰
退
と
絡
ん
で
希
薄
に
な
り

４
、
地
域
社
会
と
住
民
の
権
利

　

私
た
ち
は
、
次
に
掲
げ
る
地
域
社
会
と
住
民
の
権

利
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
擁
護
と
復
権
、
創
造
を
は

か
り
ま
す
。

【
第
１
章
】
国
家
か
ら
制
約
を
受
け
た
り
強
制
さ
れ

２
、
地
域
社
会
の
現
状

　

生
産
・
流
通
・
消
費
の
シ
ス
テ
ム
や
情
報
が
地
球

的
拡
が
り
を
も
つ
中
、
こ
れ
ま
で
国
や
地
域
の
特
質

に
見
合
っ
た
、
時
間
を
か
け
形
を
か
え
形
成
さ
れ
た

事
柄
が
、
画
一
的
に
直
接
む
き
出
し
の
影
響
を
及
ぼ

し
あ
っ
て
い
ま
す
。

　

「
新
自
由
主
義
」
に
も
と
づ
く
弱
肉
強
食
、
貧
困

と
格
差
を
生
み
出
す
「
構
造
改
革
」
路
線
が
、
経

済
、
政
治
、
社
会
の
そ
れ
ぞ
れ
の
し
く
み
に
大
き
な

変
化
と
国
民
生
活
に
多
大
な
困
難
を
つ
く
り
だ
し
ま

し
た
。

　

経
済
の
問
題
で
は
、
派
遣
労
働
、
輸
入
自
由
化
に

よ
る
地
域
産
業
の
崩
壊
な
ど
大
企
業
の
利
益
最
優
先

３
、
地
域
人
権
と
は

　

人
は
誰
で
も
地
域
社
会
に
居
住
し
、
地
域
の
歴

史
、
風
土
、
環
境
の
な
か
で
成
長
し
、
労
働
し
、
政

治
に
参
加
し
、
社
会
関
係
を
形
成
し
て
い
ま
す
。
憲

法
が
保
障
す
る
人
権
の
基
盤
も
地
域
社
会
に
存
在
し

ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
年
齢
や
障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
地
域
社
会
に
お
い
て
、
人
と
の
つ
な
が
り
の
中

で
、
自
分
ら
し
い
生
き
方
を
求
め
る
こ
と
を
理
念
と

す
る
地
域
人
権
運
動
を
呼
び
か
け
ま
す
。

５
、「
地
域
社
会
と
住
民
の
権
利

　
　

憲
章
」
の
意
義
と
運
動
の
目
標

　

「
地
域
社
会
と
住
民
の
権
利
憲
章
」
は
、
地
域
社

会
の
現
実
か
ら
派
生
す
る
問
題
を
、
人
間
の
尊
厳
に

も
と
づ
き
、
解
決
の
方
向
に
導
く
指
標
と
な
る
も
の

で
す
。
ま
さ
に
人
間
解
放
の
要
求
と
結
び
つ
い
て
足

元
か
ら
改
革
の
運
動
を
組
織
す
る
羅
針
盤
で
す
。

　

地
域
人
権
運
動
の
流
れ
は
、
人
間
を
モ
ノ
扱
い
す

る
思
想
と
果
敢
に
た
た
か
い
、
対
等
・
平
等
の
思
想

を
醸
成
し
、
日
本
に
お
け
る
反
動
的
支
配
を
改
革
す

る
役
割
を
担
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
自
由
と
民
主
主
義
を
土
台
に
、「
住
民

が
主
人
公
」
の
地
域
づ
く
り
を
す
す
め
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
地
域
社
会
の
諸
問
題
に
積
極
的
に
取

り
組
み
、
そ
の
解
決
の
た
め
に
知
恵
と
力
を
尽
く
し

ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
個
人
が
尊
重
さ
れ
、『
一
人
ひ
と
り
が

輝
く
』
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。
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１
，
全
国
人
権
連
が

な
ぜ
取
り
組
む
の
か

　

規
約
前
文
を
長
期
的
展
望

を
も
っ
て
実
践
す
る
た
め
で

す
。

　

そ
こ
で
は
「
全
国
地
域
人

権
運
動
総
連
合
は
、
日
本
社

会
に
お
け
る
人
権
確
立
運
動

の
積
極
的
な
た
た
か
い
の
伝

統
を
受
け
継
い
で
、
憲
法
を

暮
ら
し
に
生
か
し
、
地
域
社

会
と
居
住
者
の
権
利
を
擁
護

し
創
造
す
る
運
動
を
展
開
す

る
」
と
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、「
地
域
社
会
と

住
民
の
権
利
を
擁
護
し
創
造

す
る
運
動
」
の
中
味
が
、
一

団
体
の
運
動
方
針
に
と
ど
ま

っ
て
い
て
は
普
遍
的
拡
が
り

を
持
ち
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
地

域
社
会
居
住
の
住
民
と
連
帯

し
て
取
り
組
む
旗
印
を
根
本

的
な
原
則
に
関
す
る
き
ま
り

で
あ
る
「
憲
章
」
形
態
で
整

理
し
、
運
動
の
共
同
を
は
か

ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

２
，
地
域
社
会
の
現

状
と
課
題

　

地
域
社
会
は
、
衣
食
住
を

は
じ
め
人
間
が
日
々
生
活
す

る
機
能
を
包
括
的
に
完
結
し

て
も
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ

れ
が
衰
退
さ
せ
ら
れ
崩
壊
の

道
を
歩
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
影
響
は
、
住
民
の
な
か

で
も
貧
困
・
低
所
得
者
を
基

層
と
す
る
生
活
基
盤
の
不
安

定
・
脆
弱
な
高
齢
者
、
障
害

者
、
母
子
家
庭
等
の
階
層
に

集
中
・
集
積
し
て
い
ま
す
。

切
実
な
生
活
問
題
を
抱
え
て

い
る
階
層
ほ
ど
相
談
相
手
も

少
な
く
、
サ
ー
ビ
ス
情
報
も

届
か
ず
孤
立
す
る
現
実
が
存

在
し
ま
す
。

　

ま
た
、
不
況
の
長
期
化
と

リ
ス
ト
ラ
、
高
齢
・
少
子
化

の
進
行
、
住
民
負
担
の
増

大
、
格
差
社
会
の
広
が
り
の

な
か
、
多
く
の
住
民
の
生
活

基
盤
も
不
安
定
に
陥
り
、
全

国
各
地
で
、
失
業
者
の
増
大

と
と
も
に
、
商
店
街
の
営
業

不
振
、
中
小
企
業
の
倒
産
、

自
己
破
産
、
自
殺
、
犯
罪
の

増
加
な
ど
、
悲
劇
が
多
発
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
情
勢
は
、
地

域
社
会
か
ら
住
民
に
共
通
の

問
題
と
し
て
新
た
な
課
題
を

的
発
達
と
連
帯
を
め
ざ
す
な

か
で
主
権
者
と
し
て
い
き
い

き
と
人
生
を
お
く
る
こ
と
が

で
き
る
権
利
を
広
げ
て
い
く

場
で
も
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
日
、
ル
ー
ル

な
き
資
本
主
義
の
も
と
に
つ

く
ら
れ
た
貧
困
と
格
差
、
弱

肉
強
食
の
経
済
と
社
会
的
仕

組
み
が
地
域
社
会
に
ま
で
及

び
、
そ
の
衰
退
と
崩
壊
か
ら

の
脱
却
、
地
域
再
生
を
具
現

化
す
る
こ
と
が
新
た
な
社
会

問
題
と
ま
で
な
っ
て
い
ま

す
。

　

私
た
ち
は
、
平
和
と
人

権
、
民
主
主
義
を
願
う
す
べ

て
の
地
域
住
民
と
結
び
つ
く

こ
と
を
願
い
、
地
域
社
会
を

人
間
ら
し
く
生
活
で
き
る
も

の
に
す
る
た
め
に
、「
権
利

憲
章
」
を
定
め
る
も
の
で

す
。

　

そ
の
際
に
人
間
生
活
に
と

っ
て
の
地
域
に
つ
い
て
、
国

連
規
約
の
自
由
権
や
社
会

権
、
憲
法
に
依
拠
し
実
現
す

べ
き
権
利
を
課
題
に
位
置
づ

け
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
権

利
と
し
て
定
着
し
て
い
な
い

人
権
問
題
を
社
会
的
合
意
形

成
を
通
じ
て
新
た
な
権
利
と

し
て
創
造
し
て
ゆ
き
ま
す
。

４
，
運
動
の
目
標
・

内
容

　

地
域
社
会
を
構
築
し
て
い

く
理
念
は
、
自
由
、
人
権
、

民
主
主
義
、
平
和
と
い
っ
た

現
代
社
会
の
普
遍
的
価
値
を

前
提
と
し
て
い
ま
す
。
同
時

に
、
日
常
の
生
活
圏
を
エ
リ

ア
と
位
置
付
け
る
地
域
社
会

で
は
、
住
民
主
体
の
原
則
、

地
域
生
活
権
の
保
障
が
よ
り

色
濃
く
反
映
さ
れ
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
特
性
と
そ

の
地
域
住
民
の
生
活
実
態
と

に
焦
点
を
当
て
た
地
域
と
自

治
体
と
の
関
連
・
位
置
づ
け

も
考
慮
し
な
が
ら
、
住
民
の

視
点
か
ら
要
求
を
総
合
的
に

実
現
さ
せ
て
い
く
こ
と
も
必

要
で
す
。

　

い
ま
自
衛
隊
の
海
外
派
兵

が
既
成
事
実
化
さ
れ
、
憲
法

　

こ
の
間
、
権
利
憲
章
に
つ

い
て
の
支
部
や
県
段
階
で
の

学
習
や
議
論
が
不
十
分
で
あ

り
、
権
利
憲
章
と
地
域
で
の

活
動
の
関
係
が
不
明
確
な
こ

と
も
あ
っ
て
、
組
織
的
に
と

り
ま
と
め
た
意
見
が
本
部
に

あ
が
る
こ
と
も
少
な
く
、
憲

章
づ
く
り
の
論
議
は
人
権
連

の
全
会
員
の
も
の
に
な
っ
て

い
る
と
は
い
え
な
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。
地
域
で
の
実
践

を
ふ
ま
え
た
「
憲
章
」
の
策

定
を
は
か
る
こ
と
が
目
的
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
に
論

点
を
整
理
し
成
文
化
す
る
作

業
等
を
組
織
的
に
す
す
め
、

11
月
の
鳥
取
・
全
研
集
会
に

は
新
た
な
案
を
示
し
、
第
４

回
大
会
に
提
案
で
き
る
よ
う

進
め
る
こ
と
と
し
、
そ
の
た

め
機
関
紙
誌
の
活
用
な
ど
で

議
論
と
運
動
の
活
性
化
を
呼

び
か
け
ま
す
。

　

こ
う
し
た
経
過
の
中
で
、

本
部
事
務
局
内
に
検
討
小
委

員
会
を
設
け
、
組
織
内
外
か

ら
の
意
見
を
く
み
取
り
な
が

ら
概
念
や
構
成
な
ど
多
岐
に

わ
た
る
議
論
を
行
い
整
理

し
、
今
回
常
任
幹
事
会
案
と

し
て
提
案
す
る
も
の
で
す
。

　

今
後
２
０
１
０
年
の
第
４

回
全
国
大
会
で
の
採
択
に
向

け
学
習
と
実
践
、
議
論
、
修

正
を
進
め
て
ゆ
き
ま
す
。

の
理
解
を
深
め
る
た
め
に
（
案
）

「
地
域
社
会
と
住
民

　

の
権
利
憲
章
」
案

投
げ
か
け
て
お
り
、
要
求
を

ま
と
め
、
広
く
住
民
の
参
加

・
参
画
に
よ
り
住
ん
で
い
て

よ
か
っ
た
と
い
え
る
地
域
社

会
を
構
築
し
て
い
く
客
観
的

基
盤
を
形
成
し
て
い
る
も
の

で
す
。

３
，
権
利
確
立
の
道

標
と
し
て
「
憲
章
」

　

人
々
の
暮
ら
し
の
場
で
あ

る
地
域
社
会
は
、
住
民
と
し

て
生
き
る
こ
と
、
住
民
に
な

れ
る
こ
と
、
住
民
で
あ
り
続

け
た
い
こ
と
、
を
保
障
し
実

現
で
き
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
本
来
地
域
社
会

は
、
日
々
の
暮
ら
し
の
な
か

に
憲
法
が
い
か
さ
れ
、
人
間

　

全
国
地
域
人
権
運
動
総
連

合
（
略
称
、
全
国
人
権
連
）

は
、
社
会
問
題
と
し
て
の
部

落
問
題
が
基
本
的
に
解
決
し

た
こ
と
を
ふ
ま
え
、
２
０
０

４
年
４
月
に
全
国
部
落
解
放

運
動
連
合
会
（
略
称
、
全
解

連
）
を
発
展
的
に
転
換
し
て

誕
生
し
ま
し
た
。

　

運
動
の
基
本
方
向
は
全
国

人
権
連
規
約
前
文
で
次
の
よ

う
に
規
定
し
て
い
ま
す
。

　

全
国
地
域
人
権
運
動
総
連

合
は
、
地
域
社
会
で
人
権
と

民
主
主
義
、
住
民
自
治
の
確

立
を
は
か
る
様
な
住
民
運
動

を
包
含
す
る
恒
常
的
な
全
国

組
織
で
あ
る
。　

　

様
々
な
階
級
・
階
層
の
人

々
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い

る
地
域
社
会
に
は
、
生
活
の

共
同
性
と
地
域
性
に
も
と
づ

く
社
会
関
係
か
ら
生
み
出
さ

れ
る
多
様
な
人
間
的
要
求
が

存
在
す
る
。

　

地
域
社
会
を
基
盤
と
す
る

人
権
確
立
の
住
民
運
動
は
、

多
様
な
人
間
的
要
求
を
地
域

社
会
で
権
利
と
し
て
実
現
し

花
ひ
ら
か
せ
る
も
の
で
あ

る
。

　

全
国
地
域
人
権
運
動
総
連

合
は
、
日
本
社
会
に
お
け
る

人
権
確
立
運
動
の
積
極
的
な

た
た
か
い
の
伝
統
を
受
け
継

い
で
、
憲
法
を
暮
ら
し
に
生

か
し
、
地
域
社
会
と
居
住
者

の
権
利
を
擁
護
し
創
造
す
る

運
動
を
展
開
す
る
。

　

こ
の
立
場
か
ら
、
２
０
０

４
年
４
月
の
創
立
大
会
で

「
憲
章
」
制
定
を
次
の
よ
う

に
提
起
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
地
域
社
会
か

ら
生
み
出
さ
れ
る
人
権
問
題

に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と

を
通
じ
て
、
地
域
に
お
け
る

住
民
の
人
権
の
擁
護
と
復
権

権利憲章(４次案)が提起された全国研究集会（鳥取）

ん
だ
も
の
と
し
ま
す
。

　

こ
の
立
場
か
ら
、
第
１
次

案
（
２
０
０
５
年
５
月
21
日

第
２
回
幹
事
会
、
東
京
）、

第
２
次
案
（
06
年
４
月
８
日

第
４
回
幹
事
会
、
京
都
）、

第
３
次
案
（
06
年
６
月
24
日

第
２
回
全
国
大
会
、
岡
山
）

を
提
起
し
、
08
年
６
月
の
第

３
回
全
国
大
会
で
の
採
択
を

め
ざ
し
学
習
交
流
会
や
公
開

検
討
会
な
ど
も
実
施
し
て
き

ま
し
た
。

　

し
か
し
第
３
回
大
会
で

は
、
こ
の
間
の
憲
章
検
討
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
総
括

し
、
新
た
な
提
案
を
確
認
し

ま
し
た
。

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
権
利

と
し
て
定
着
し
て
な
い
人
権

問
題
を
社
会
的
合
意
形
成
を

通
じ
て
新
た
な
権
利
と
し
て

創
造
し
て
い
き
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
わ
が
国
で
初

め
て
地
域
社
会
を
対
象
に
し

た
「
地
域
権
利
憲
章
」
の
制

定
を
め
ざ
し
ま
す
。
こ
の

「
地
域
権
利
憲
章
」
が
「
全

国
地
域
人
権
運
動
総
連
合
」

の
運
動
目
標
と
な
り
ま
す
。

こ
の
「
地
域
権
利
憲
章
」
に

は
、
少
な
く
と
も
①
地
域
人

権
と
は
何
か
、
②
地
域
住
民

の
具
体
的
な
権
利
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
整
理
、
③
権
利
憲
章

の
意
義
と
運
動
の
目
標
を
含

原
則
そ
の
も
の
を
解
体
・
改

悪
す
る
政
治
的
策
動
が
強
め

ら
れ
て
い
る
も
と
で
、
派
遣

切
り
反
対
等
の
闘
い
の
中
か

ら
労
働
権
、
生
存
権
が
改
め

て
見
直
さ
れ
る
な
ど
、
戦
後

民
主
主
義
運
動
の
継
承
・
発

展
、
あ
ら
た
な
憲
法
闘
争
、

人
権
拡
充
の
国
民
的
連
帯
運

動
を
拡
げ
て
ゆ
く
中
に
、
地

域
課
題
を
提
起
し
て
ゆ
く
も

の
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
人
権
を
追
及

す
る
も
の
は
他
人
の
権
利
を

尊
重
す
る
こ
と
を
運
動
の
原

則
と
し
て
、
地
域
社
会
と
住

民
の
権
利
を
確
立
す
る
た
め

に
、
と
も
に
学
習
し
要
求
実

現
に
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組

む
こ
と
を
呼
び
か
け
ま
す
。

議
論
の
経
過
に
つ
い
て


